
ボランティ

げていくことは,あ らゆる人が安心 して生活を続け

ていける地域社会の基礎をつくるものである。その

意味で,福 祉活動への市民の参加による参加型の福

祉社会づくりは,社 会福祉協議会の最も基本的な活

動の原点であり, また,目 標として,社 会福祉協議

会が長年取 り組みを進めてきたものである。

福祉活動参加指針の目指すものは,ま さに参加型

の福祉社会づ くりであり,そ の実現のためには,国

民の過半数が自発的に福祉活動に参加できるような

環境づくり,支 援が必要である。

そこで,『国民の過半数が自発的に福祉活動に参

加する参加型社会の実現』を基本目的とし,(1)誰で

も,い つでも,ど こでも,気 軽に活動に参加できる

環境 ・機会づくり,(2)ボランティア活動への世論形

成,活 動を支援する体制づくり,(31推進拠点として

のボランティアセンターづくり,の 3つ を大きな重

点課題とした。

|14つ の基本構想と実現のための施策
。事業

(1)ボ ランティアア ドバイザー:コ ーディネーター

構想

アドバイザー,コ ーデイネ
ーター構想は,活 動

を希望する人が身近な場所で相談に応じられるよ

うにするアドバイザー,推 進 ・受入れ機関で中核

となって仕事を進めるコーデイネーターを養成し

ていく構想である。ボランテイアセンターネット

ワーク整備構想が骨格であるとするならば,ア ド

バイザー,コ ーディネーターはそれを支え,さ ら

に社会の隅々にわたる神経 ・情報に相当する人の

ネットワークである。

これからのボランティア活動は,社 会福祉施設,

社会教育,民 間ボランティア団体などはもとより,

企業 ・労組,学 校,生 協,農 協などあらゆる組織

がそれぞれ主体的に活動を推進していくものであ

る。アドバイザー, コーディネ
ーター構想は, こ

のような多様な団体の主体的な取り組みを促進 ・

支援する一方で, どのように有機的に協力 ・連携

をして進めていくかという視点から着想された。

職域 ・団体等の独自の取組みは,そ このコーディ

ネーター,ア ドバイザーが担う
一方,ボ ランティ

アセンターがコーディネーター,ア ドバイザーヘ

の支援や協働活動を行なうことで,様 々な団体と

の協力 ・連携を進めていくというものである。

■アドバイザー 30万 人

アドバイザーは,い つでも,気 軽に, どんな人

でもボランティア活動に参加できるよう,活 動の

意欲を持つ人の身近なところで気軽に相談に応じ,

情報提供,活 動のア ドバイスを行なう。学校,職

場,労 組,ボ ランティアグループ,病 院 ・施設,

17ヵ 年プランの性格

|1策 定の目的
。経過

ボランティア活動推進 7カ 年プランは,平 成 5年

(1993年)4月 14日に告示された 『国民の社会福祉

に関する活動への参加の促進を図るための措置に関

する基本的な指針 (福祉活動参加指針)』を受け,

広 く,社 会的にボランテイア活動を振興するために,

21世紀中に達成すべき目標,課 題,戦 略を明らかに

したものである。

7カ 年プランは,全 国社会福祉協議会 ・全国ボラ

ンティア活動振興センター運営委員会などでの議論

をふまえてまとめられた。全社協では, 7カ 年プラ

ンを中央社会福祉審議会地域福祉専門分科会におい

て全社協からの提案として報告し (平成 5年 5月 26

日),そ の内容は,同 年 7月 29日の審議会意見具申

『ボランティア活動の中長期的な振興方策につい

て』に大きく取り入れられている。

H7ヵ 年プランの性格 。今後の展開

7カ 年プランは,ボ ランティア活動を社会的に推

進するためには何が必要かという視点から,ボ ラン

テイア活動に関わる様々な団体,関 係者と共有しう

る青写真としての性格を持つものとして構想され,

提案されたものである。

このプランの具体化にあたっては,ボ ランテイア

活動者はもちろんのこと,経 済 ・労働関係者,学 校

関係者,マ スコミ関係者等,ボ ランティア活動推進

に関わる様々な社会的組織 ・関係者と協働し,推 進
・具体化を図つていくことが必要である。

また,特 にボランテイア活動振興にあたって社会

福祉協議会として達成すべき課題については,同 時

期に全国社会福祉協議会が作成した 『ふれあいネッ

トワークプラン21基本構想』に, 7カ 年プランの考

え方を盛 り込んでいる。それにもとづき,全 社協と

しても社会福祉協議会としての活動 ・推進のノウハ

ウなどを積極的に開発 し,普 及を図っていく。

Ⅱ7ヵ 年プランの内容

|17ヵ 年プランの構造

7カ 年プランは,基 本目標と3つ の重点課題, 4

つの基本構想と構想実現のための施策,事 業から

なっている。

E基 本国標と 3つ の重点課題

市民が,社 会福祉を自らのものと考え,自 ら活動

に参加する中で学習し,自 らの手で福祉をつくりあ

活動推進7ヵ年プラン構想
全国社会福祉協議会。全国ボランティア活動振興センター (平成5年 5月)
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その他あらゆる地域社会,コ ミュニテイで活動す

る。

ボランティアセンターはア ドバイザーに対する

登録 ・支援システムを設け,ア ドバイザ
ーに対す

る定期的な情報提供,研 修,ア ドバイザ
ーの連絡

協議会の運営などを行ない, 日常的な活動の支援

や仲間づ くりの支援を行なう。

■コーディネーター 3万 人

コーデイネーターは,ボ ランテイア活動の推進

を行なう中核的な機関 (ボランティアセンター

等),団 体 (企業社会貢献推進室,住 民参加型団

体,社 会教育施設 。学校等),社 会福祉施設等に

おいて,ボ ランティア活動推進のための企画,ア

ドバイザーヘの相談 ・支援,調 査 ・研究,連 絡 ・

調整,開 発業務等にあたる。身分は,常 勤で設置

される場合と,非 常勤のボランティアによるもの

がある。

ボランティアセンターはコーディネーターに対

する登録 ・支援システムを設け,定 期的な情報提

供, リカレン ト (ステップアップ)研 修,コ ー

ディネーター連絡協議会の運営などを行ない,活

動を支援する。

いずれも,研 修カリキュラム ・教材の開発,登

録 。支援システムの開発,活 動に対する助成など

を今後検討し,具 体化 していく。

(2)ボ ランティアライフサポートプログラム構想

ボランティアライフサポー トプログラム構想は,

誰でも,い つでも,ど こでも,気 軽に,楽 しく参

加できるよう, ライフステージ,ラ イフスタイル,

活動意欲,活 動の段階に応じた多様な活動 ・学習

の機会を開発 し,提 供 していくものである。

児童,青 年,勤 労者層,シ エア層など年代別に,

あるいは,休 日 ・夜間,半 日の活動,長 期の休暇

をとっての活動などのライフスタイルに応じて,

また,初 めての人の体験を狙いとした体験学習プ

ログラムや日常的 ・継続的なサービス活動など,

多種多様な活動の開発が求められる。また,精 神

障害者支援,不 登校児童 。家庭の支援,エ イズ,

在日外国人支援活動など,社 会的なニーズに応じ

た新たな活動領域も広げていく必要がある。

誰でも,気 軽にできるような活動のメニューを

豊富にしていくこと (きっかけづくり)と 同時に,

活動する人が意欲に応じて自ら学習し, 自らの体

験を深めていけるようなプログラム開発,支 援と

いう視点も重要である。

(3)世 論形成による評価の向上,社 会的支援の体制

づくり

誰もがあたりまえのように福祉活動に参加する

社会となるには,多 様な形で社会的な評価が行わ

れる必要がある。また,活 動をする者や,推 進す

る団体に対する活動の佃1面支援,資 金調達 ・造成

の拡大が必要である。

まず,評 価に関わっては,活 動の経済 ・社会的

効果の浪1定や PRな ども含めた,ボ ランティア活

動全体の社会的な意義を浸透させていくことが重

要である。社会的意義の認識と活動する個人や活

動 ・推進団体への評価 ・支援は表裏一体のためで

ある。

また,活 動する者や,活 動を推進する機関 ・団

体に対 して支援としては,「福祉活動参加指針」

にもとづき,公 費 ・地域福祉基金等の導入を図る

とともに,企 業,財 団等の民間資金の造成,共 同

募金の活用,個 人の寄付,そ の他の様々な支援の

拡大が必要である。具体的には,活 動を支援する

支援 ・推進団体の組織化,ボ ランティアセンター

ヘの基金設置,民 間資金等の調達 ・寄附金の受入

れ ・斡旋の推進,活 動の支援を促進するための税

制改正,企 業におけるボランティア休暇 ・マッチ

ングギフト等の支援の推進,安 心 して活動できる

ためのボランティア保険の充実などが課題となる。

特に,後 のセンターネットヮーク構想でふれるよ

うに,支 援をするものと支援をもとめるものをつ

ないでいくため,ボ ランティアセンターの登録 ・

斡旋機能の充実が重要である。

これらを推進していくためには,ボ ランティア

活動団体,活 動を推進 ・支援する社会的な組織,

マスコミ等と協力し,共 同の調査 ・研究にもとづ

く提言,徹 底 した PR活 動の展開などが必要であ

る。

(4)市 町村;都 道府県,全 国を結ぶ,ボ ランティア

センターネットワークの整備

ボランティアセンターの全国的整備,重 点事業

の推進,ボ ランティアセンターの機能の拡充が柱

である。

現在,市 町村では約1600のセンターがあるが,

これを全市町村に拡大するとともに,都 道府県,

全国のセンターの機能の充実を図る。あわせて拠

点としての設備 ・建物の整備が必要である。

また,福 祉教育 ・学習活動,企 業 ・労組の社会

貢献活動,勤 労者のボランティア活動,住 民参加

型在宅福祉サービス活動は,全 国どこの地域でも,

それぞれの地域の特性にあわせて展開を進めてい

く基本的な事業として,重 点事業と位置づけた。

福祉教育 ・学習活動は,幼 少期からのボランテイ

ア活動の体験と同時に,青 年期,壮 年期,高 齢期

まで,い つでも活動に参加でき,参 加型社会を支

える主体を形成するための基本的な活動である。

企業 ・労組の社会貢献活動や勤労者のボランティ
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ア活動は,こ れまで活動への参加が最も薄い層の

組織化という点と,大 きな支援 ・推進者としての

企業 ・労組との協働関係づくりとぃう点から,新

たな開拓が望まれる。また,住 民参加型サ
ービス

は,大 きな参加の裾野を広げるという意味と,新

しい形態の民間の非営利活動の発展というlll面か

ら,大 都市だけでなく,地 方都市,町 村部など地

域の特性を活かした形で,強 力な推進 ・支援が必

要である。

ボランティアセンターの機能の拡充では,ボ ラ

ンテイアアドバイザー, コーディネーターヘの研

修,登 録 ・支援機能の開発 ・整備,ボ ランティア

活動をする者と支援をする者とを的確につなぐた

めの登録機能の拡大 ・充実が必要である。

ボランティア活動推進 7ヵ年プラン構想図

◆4つの基本

● 3つの重点課題 構 想

`1幼少期から高年期まで ラ イフステージ 活 動慧欲に応じた活動参加を

支援する

。 VCで 行うボランテイアスクール 活 動プログラムの研究 開 発 モ デ

ル事業などにおいて展開

て全国的な意識啓発 世 論形成 PRの 晨聞

■ポランティア活動実態 活 動効果の調査

多様な社会的評価の推進

`:活動を支援する支援 1ま進団体の組織化

:vcの 登録機能の活用による.支援団体との仲介.情報提供.斡旋の推

進

:全国,部道府県.市田Itt VCにポランティア基金設置

(民間資金等の調達.寄付等の受入れ,斡旋の推進

:V活動支援のための税制改正

ボランティア体暇.マ ッチングギフト等による多1求な支援の推進

:ボランティア保険の充実 lr.大

1全市町村社協に ポ ランテイアセンターの拠点整備

(都道岡県社会福祉協31会にポランティアセンタ
ーを整備

=全 国ポランテイア活動振興センターの拡充

福祉教育 学 習活動の展開

こ企業 労 組の社会貢献活動 勤 労者のボランテイア活動の推進

1住民参lll型在宅福祉サービス活動の推進

●市町村 都 道府県 全 国で多目的に展開

|ア ドバイザー,コ ーディネ
ーターヘの研修 登 録 支 援機能の整働

(ボランテイアセンター登録機能の拡大 充 実

ポランティアグルーフ等の活動状況の把握と支援団体との仲介 情 報提

供

《実現のための施策 。事業》

ア ドノヽ イ ザ ー  :活 動の意欲を持つ人に,身 近なところ (学校 ,病 院

ポランテイアグループ そ の他あらゆる地域社会)で

相談に応じる (>(自身も活動し`市 民の相談にも応 じ

るボランティア)

コーディネーター  V活 動推進にあたる中核的応機関 団 体 (VC,大 企

業 労 組 社 会福祉施設,住 民参加型団体等)で ,企

画 調 査 .研 究開発 斡 旋 連 絡調整等

` ア ドバイザーヘの助言 支 援を行なうもの

,1常動 非 常勤職員 ボ ランテイアによる協力員などが

ある

(VCに 登録し 定 期的な情報提供,研 修 ,日 常活動を支援

■基本目標■
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ボランティアコーディネーター,ア ドバイザー活動内容 。支援体制

★ボランティアコーディネーター

●職務

ボランティアセンター及び中核的な機
関 ・団体でボランティア活動の開発,
斡旋,連絡調整,ボ ランティアアドバ
イザーヘの助言 ・支援等にあたる。
●活動場所
ボランティアセンター及び受入施設や,
企業 ・労組等主要な推進組織に配置
●身分

常勤,非 常勤,ボ ランティア等

0ボ ランティアア ドバイザー

●職務

活動の意欲を持つ人に身近なところで

相談に応じ,情 報提供,ボ ランティア
センターとのパイプ役を果たす。
●活動場所

ボランティアグループ,学 校,小 規模
な事業所 ・労組,病 院など
●身分

ボランティア

"……コ
ーディネーター,ア ドバイザーに対する

:  支 援体制
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全 社 協 VC

●コーディネーター養成プログラム作
り,支 援体制の整備
●アドバイザー養成プログラム作り,
支援体制の整備
・常勤コーディネーターの研修 ・登

録
・定期的な情報提供
・連絡協議会設置

都 道 府 県 VC

●都道府県レベルにおける支援 ・連携

◆コーディネーター支援
・コーディネーター養成研修,登 録
・定期的な情報提供
・連絡協議会の設置

◆アドバイザー支援
・アドバイザー養成研修,登録
・定期的な情報提供
・連絡協議会の設置

市 町 村 VC

●地域レベルにおける支援 ・連携
・アドバイザー養成研修,登録
・定期的な情報提供
・日常活動の支援,研修
・連絡協議会の設置
・協働活動の推進

メ     キ
ボランティア  、

ノ      ｀
ボランティァ  ボ ランティア

1

|

ボランティア病院ボランティア
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ボランティアライフサポートプログラム

《ねらい》 い つでも,ど こでも,誰でも,気軽にボランティア活動に参加できるように,人 々の活動 ・学習

意欲,ライフステージにそつたボランティア活動の機会,プ ログラムを提供する

チャイリレド層

学齢前親子

15才以上～35才

～ともだちや,お にいさん
おねえさん 遊 びたい

～子供に豊かな生活体験をさ
せたい

～子育てする仲間がほしい

～子供とふれあいたい

～いろいろな体験 遊 びがし
たい

～子供に豊かな生活体験をさ
せたい

～活動を廟して仲Fo5をつくり
たしヽ

～ (会社などを離れて)自 分
自身の生き方を考えてみた
い

～広く世界を知りたい

～地域社会とのつながりがほ
しい

～親子 家 族での活動/DIして
みたい

ヽ自分自身の問題として福祉
問題を考えてみたい

～社会的に意義のあることを
したい

～活動を通して仲PB5づくりが
したい

～他世代との交流がしたい

°

01[曇 思藤雲ま昏「
合あ臭

●親子の体験を通して共に学31.

03世 代交流などをつうして生
活 文 化を伝承する。

・
喜歴喜きど卿 マ
●体験を通して福祉への理解
や 社 会における各国の責任
を学Sl:

●自ら考え 行 動する力をつけ
る。

●福祉吊J度などの知識の習得

●青少年のリーターとしての役
割を理解し 社 会における市
民としての責任を果たす。

・
缶ぞ班基欠Eし書あ′ミ義墓E
かし,社 会へ貢献をする。

●また 定 年後にむけて地域に
I」じむための準備として活lll
を始める。

●高 齢者 と してつ ちか つてきた
経 験や知識 を活か し 社 会ヘ

貢献 する。

●また .高 出3者同士の 助 け合 い
を進め る。

ジュニア チ ャイル ド層へのキャンプや
プレイリーダー

不登1交児童などへのメンタルフレンド
車運中=業 地 域福祉ボランティア
ボランテイア活llJリーターとしての自主
ブログラムをrrO発
EID威交流 (フレンドシップ)ボ ランテイ
ア
体日 夜 間の7Flランティアスクール

地域における各神福祉活動ボランテイア
国際交流ボランテイア

:轟3角 雇盛9な 霧貿霜留お署菟弔験履介
護等ボランティア
住民参lJn型サービスヘの参bll

幼稚園
保育圃

家庭

小学校
中学校

家庭

児童館

高校
大学

職 場

海 外

1也域

市町村,都 道府県,全 国ボランティアセンターの役割/機 能

市民への活動の機会・学習の機
会の提供
|ボランティアスクール
(施設 ボ ランティアグループ
などへの紹介
活動する市民への拠点.機 |オ.
資金 な どの援助
ボランティアア ドバイザー .
コーディネーターの登録 支 援
、定期的な情報提供 日 常活動
の支援 .研 修

市民向けの意識啓発 情 報提供

住民が参加する福祉活動事業の
支援 実 施

重点事業の実施 推 進
1地域を基盤とした福祉教育
学習活動の展開
(勤労者ボランティア 企 業社
会貢献活動の推進
住民参加型福祉サービスの実
施 支 援

市町村レベルでの総合推進 調
整
1商工会議所 □ ―タリークラ
ブ`市 教育委員会 ボ ラン
テイア連絡協議会,田I内会
自治会等

市田I村レベルにおける民間資金
の造成

ボランテイアコーディネーター.
ア ドバイザーの養成 研 修 支 援

市田I村社lrj VC担当職員 管 I望者
等への研修

調査 (県内 V人 ロ ク ループ実
態 県 民意識等)

ボランテイアセンター 施 設等推
進llt関向けの1薦報提供

県レベルでの意識啓発
:フェスティバル等

市町村 VCで 行なわねる重点事業
推進のための助言 支 援.県 レベ
ルでの対応 推 Lt
l福祉教育 学 習
:企業 動 労者ボランティア
、住民参加型サービス
:住民福祉活動事業
開発的 先 駆的なモデルとなる活
動 事 業の普及,推 進

都道府県レベルにおける総合的企
画 推 進
:都道府県レベルの経済団体,企
業 労 組.震 協,生 協.教 育委
員会 施 設協議会等との協働に
よる活動推進

都道府県レベルにおける民間資金
の造成 .導 入 斡 旋

都道府県社協職員 市 田J村社協常勤コー

ディネーター等中核的職員の養成 1月修

調査等全「IJ的な実態把据

ボランティア関係情報 資 料の収集 提 供

全国的な意識啓発 世 論形成,PR

重点事業推進のための助言 支 援 全 国的
共通目標の設定
(福祉教育 学 習
:企業 動 労者ボランティア
:住民参加型サービス
:住民福祉活「JJ事業

研究 開 発等.活 動の開1る

全国レベルにおける総合企画推進
1経団連.口 商`連 合 日 生協 全 中 .全
PTA等 団体 .施 設協議会等

全国レベルにおける民間資金の造成 導 入
学↑旋
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■住民福祉活動事業部門■
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可用利業事ブラ

業
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事
　
チ

事 業

●市町村ボランティア活動総合推進事業 ●相談室
一般住民の活動相談′ボラ
ンテイアサービス利用者か
らの相談

●養成 研 修室
ボランティアスクール,ボ
ランテイア技術請習会等の
実施

●作業室
ボランティアグループの広

稽経肇'彗竃物量あ羅蔑f
補修  点 訳本作 成  等 々

●資料 室
ボラ ンテ ィア グルー プ広 報
資料 募集 チラ シ ,図 書 (ボ
ラ ン テ イ ア ,福 祉 関 係 資
料 )ビ デ オ ,フ ィル ム ,
機器

●集会 室
グル ー プの ミー テ ィンク
備品 管理

●機材 室
Ep刷機 ,コ ピー ,ビ デォ
カメラ 映 写機  ス ク リー

ン 録 音機材

●事務 室
ボラ ンテ ィア団 体等 との 連

誓撃刃薄ぅ曇霧奎調
査の集

施設  i兌 ‖n
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ボランテイアア ドバイザー コ ーディネーターヘの登録
定期的な情報提供 ,研 修 ,日 常活動の連携 支 援

●福祉教育推進事業
教育委員会 学 校 PTA 児 童館等の推進協議会
福祉協力校の指定 (全幼稚園 保 育園 小 中高等学校)
ワークキヤンプ実施
地域を基盤とした活動の展開 (ジュニアボランティアグループ育成等)

●勤労者ボランティア 企 業社会貢献活動推進事業

釜秀著忍号猥つシ早7多員フ27ブなどの推進協議会
活動 プロ グラムの研 究  開 発
推進 企業  施 設  グ ルー プの指定  研 究

●住民 参加 型福 祉 サー ビスの企画  実 施  支 援事 業

:言労爾磐首繕屡ξ酵姜璽星ろ?笙鼎あ霧鰹協議会
担 しヽ手発掘 の ための広 報  P R
担 い手の研修

一
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フ等活動 の場の紹 介
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